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１２月７日に開かれた公共施

設マネジメント特別委員会にお

いて、熊本市が保有する公共建

築物の建て替えや更新のため

に、現状のままでいけば、今後

４０年間で１兆２４０億円、道

路や上下水道などインフラには

９３１８億円の費用を要するこ

とが明らかになりました。 

市の保有する施設の約５０％

が、築３０年を経過しており、

今後４０年間で、耐用年数６０

年を迎える施設は、８０％に上

ります。 

特別委員会では、こうした状

況に対し、公共施設の床面積の

２０％を削減するなど基本方針

が示されました。 

こうした課題に対して、熊本

市は公共施設の延床面積を２

０％削減することで、更新費用

の抑制を図るとしています。 

熊本市では、市営住宅と学校

教育施設が保有面積の７割を占

めています。こうした施設とと

もに、公民館、老人憩の家など、

地域にとって必要な施設も、統

廃合の対象となることが想定

されます。 

建て替えの周期を一般的な６０年から７０年に延ばすことで、更新

費用を抑えることとしています。 

熊本市は、公共施設の削減を

市民に迫る一方で、自らは中心

市街地桜町再開発（交通センタ

ー一帯）に４５０億円の税金を

投じ、ＭＩＣＥ施設（３０００

人規模の国際会議場やコンサ

ートホール等）を新設しようと

しています。 

また、存続・利活用を求める

声が上がっている花畑町別館

も取り壊し、３１億円をかけ地

上８階建ての新たなビルを新

設する方針です。 

住民に身近な施設の削減を

迫る一方で、熊本市がＭＩＣＥ

施設など新たなハコモノを新

設することに市民の納得は

得られません。 

１兆円規模の更新経費が

大きな課題となっているな

かで、ＭＩＣＥ施設新設はき

っぱり中止すべきです。 

北区の四方寄団地につ

いて、老朽化などを理由

に廃止する方針であるこ

とが住民説明会で明らか

になりました。施設面積

削減の先取り的な対応と

言わざるを得ません。 

「熊本市役所花畑町別館を活か

す会」は、市が解体・建て替えを決

めた花畑町別館について、保存し活

用を求める陳情を提出しました。 

陳情書では、花畑町別館が歴史

的価値のある建築物であり、「適切

に管理し利活用すること」「建築関

係者や市民を交え、活用について

検討の場を設けること」を

求めています。 
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１２月１日の一般質問にお

いて、なすまどか議員は立野

ダム建設問題を取り上げ、熊

本市の観光に悪影響を与え、

治水においても穴詰まりな

ど重大な欠陥があることを

指摘。ダムによらない治水

対策を求めました。 

立野ダムは、白川の洪水対策のために、白川上流・阿蘇立野峡谷に国

が建設を進めているダムです。高さ９０メートル、ダム下段に３つの穴

があり、この穴で洪水調整を図るとしています。総事業費は９１７億円

にのぼり、３割が県民の負担となります。 

阿蘇地域は、昨年、地質遺産である世界ジオパーク

に認定されました。立野峡谷も、溶岩が冷やされでき

た柱状の貴重な地質が広がっており、ジオサイトの一

つに選ばれています。しかし、この地質を破壊する立

野ダム建設によって、ジオパーク認定が取り消され、

熊本や阿蘇の観光に深刻な影響を与えることが懸念

されています。一般質問で「ジオパーク認定取り消し

はないと断定できるか」との問いに大西市長は「答え

る立場にない」と正面からの答弁を避けました。 

ダム予定地には、長い年月をか

けてできた柱状節理が広がっ

ています 

ダム下段には、直径５メー

トルの穴があり、洪水を調整

する（大量に流れ込んできた

洪水を、穴から少しずつ下流

に流す）と国は説明していま

す。しかし、流木や岩石など

により穴が詰まれば、ダムは

機能せず、水害を拡大するこ

とが懸念されています。 

国土交通省は、“つまよう

じ”を流木と見立てて模型に

流し込む水利実験を行い、穴

詰まりはないと結論付けま

した。一般質問において、「実

際の流木と比べ、はるかに軽

く、枝や根もついていないつ

るつるのつまようじ実験に、

市民の生命や財産を預ける

ことができるか？しっかり

とした検証を国に求めるべ

きではないか？」と質したこ

とに対し、大西市長は「穴が

詰まらないよう対策を取る

と国から伺っている」と述べ

るにとどまりました。 

国の言い分を鵜呑みにす

るのではなく、市民の命にか

かわることだけに、科学的な

検証を行うよう国に求める

べきです。 

３年前の九州北部豪雨災害

を受け、白川は５年の計画で、

堤防の整備や橋の架け替えな

ど河川改修が進められていま

す。これにより、現在の河川整

備計画が目標としている洪水

レベルにも対応できることに

なります。 

また、河川改修とあわせ、

中流域の遊水地の整備など

を進めれば、ダム以上の治

水機能を発揮することがで

きるほか、自然保全や地下

水涵養にも寄与します。今

こそ、ダム依存の治水から

脱却するときです。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjksYy748vJAhXEJ6YKHSxwDg8QjRwIBw&url=http://www.daiichi-koudai.ac.jp/topics-syakai/index.html?id%3D37773&bvm=bv.109332125,d.dGY&psig=AFQjCNEscsyNM833Z_NaRmpdagAO6i6Z9w&ust=1449647273690799
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjX5aiK48vJAhUjGaYKHRaRD7QQjRwIBw&url=http://www.qsr.mlit.go.jp/tateno/damujigyo/aramasi03.html&bvm=bv.109332125,d.dGY&psig=AFQjCNEscsyNM833Z_NaRmpdagAO6i6Z9w&ust=1449647273690799

